
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的項目
各部局で、中期目標・中期計画に基づい
て計画する（具体的に期限やレベルなど
数値目標を挙げて定量的に記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値
目標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成状況を
評価する。  該当する項目については、セ
ルを分割して、上段に中間報告、下段に最
終報告を記載する。

教育上の理念・目的はマニュフェストに挙
げて教授会の承認を得た。

「人材育成の目的、その他の教育研究上の
目的」について、自己点検評価改善委員会
で適切性を検証し、学部の現状に即して、
「ヒト」を「人」に、「人類の医療福祉」
から人類を削除した。教授会で認められ、
教務委員会、大学教育研究評議会で承認さ
れて、学則の変更をした。

学則には明記しているが、履修要覧の文章
では一部が省略されており、学則に合わせ
る必要がある。

改訂した「人材育成の目的、その他の教育
研究上の目的」を学則に明示する他、来年
度の履修要覧に記載する。ホームページへ
も来年度に向けて改訂した3ポリシーと併せ
て人材育成の目的を省略することなく全文
をいれて掲示する。

計画や諸施策を設定し、マニフェストに示
し、教授会で承認を得た。

設定した中・長期計画や諸施策について関
連する委員会で検討、計画達成状況を記入
したり、PDCAシートを完成させて提出し
た。今年度の活動は自己点検評価改善委員
会で検証し、外部委員にも評価していただ
いた。

大学のアセスメントポリシーが策定される
のを受けて、それを参考に薬学部でも取り
組む予定である。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学部名 薬学部

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

4月の全学のFD研修会で紹介され
た「アセスメントポリシー策定と
運用」を参考に、教学執行部会議
での取組を参考に薬学部でも進め
ていく。

内部質保証の推進に責任を負う全学的な体
制を整備し、内部質保証のための全学的な
方針及び手続を明示する。

内部質保証の推進に責任を負う全学的な
体制を整備し、内部質保証のための全学
的な方針及び手続を明示する。

理念・目的を適切に設定し、その適切性
について、定期的に検証する。

理念・目的を及び学部・研究科の目的を
学則又はこれに準ずる規則等に適切に明
示し、教職員及び学生に周知し、社会に
対して公表する。

理念・目的を及び学部・研究科の目的を
実現していくため、将来を見据えた中・
長期の計画その他の諸施策を設定する。

教育の理念・目的を適切に設定し、年度
当初の教授会に諮る

「教育の理念・目的」は学則、履修要覧
及びHPに明示することで、教職員及び学
生に周知し、社会に公表する。

学部の「理念・目的」を実現していくた
め、中・長期の計画や諸施策を設定す
る。

「教育上の理念・目的」をマニ
フェストに記載し、年度初めの教
授会において承認を受ける。

「教育の理念・目的」を学則に明
記してる。履修要覧や薬学部マニ
フェストにも明記しており、学生
や教職員の目に触れるよう掲示板
等に掲げ周知する。ホームページ
においても3ポリシーと共に記載
しており、社会に広く公表してい
る。

中・長期の計画や諸施策を設定
し、マニフェストに示す。マニ
フェストは教授会で承認を得る。

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づ
き、人材育成の目的、その
他の教育研究上の目的を適
切に設定し公表するととも
に、それを実現するために
将来を見据えた中・長期の
計画その他の諸施策を明確
にする。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現す
るために、内部質保証シス
テムを構築し、恒常的・継
続的に教育の質の保証及び
向上に取り組む。

内部質保証とは（文科省用
語集から）
高等教育機関が、自らの責
任で自学の諸活動について
点検・評価を行い、その結
果をもとに改 革・改善に
努め、これによって、その
質を自ら保証することを指
す。



薬学部では既に卒論評価にルーブリックを
用いて到達度のアセスメントを行ってきて
いるが、卒論で測定できるのは10項目のDP
のうちの3項目に過ぎない。教授会の承認を
得て、以下の様に改善、内部質保証のため
の手続きを行った。
(1)DP10項目の並びを修正し、カリキュラム
マップとの整合性を改善した。
(2)DPを到達するためのCPを見直し、11項目
を12項目へ改めると共に、より分かりやす
いカリキュラムマップを作成した。
(3)アセスメントポリシー策定として、各科
目の評価方法がわかる一覧を作成し、か
つ、CPの各項目の評価方法を文章としても
示した。
(4)上記改善の全てを新年度の履修要覧に掲
載した。

各種委員会からPDCAサイクルシートを作成
していただき、教授会で確認した。内部質
保証システム整備については行えていな
い。

PDCAサイクルシートの作成はすべての委員
会で行っている。これまでは提出のみで
あったが、今年度から自己点検評価委員会
で確認・評価して来年度への改善につなげ
るようにした。また重要な委員会について
は外部委員にも確認していただいた。

教育研究活動やその他の活動については就
実薬学雑誌に今年度も掲載していく。各教
員の自己点検評価表の提出も求めていく。

教育研究活動は就実大学薬学雑誌（第7巻）
に「令和元年薬学部年間活動報告」として
掲載した。就実大学薬学雑誌は岡山県内の
薬局や病院をはじめ薬学系学部をもつ大学
等に配布した。各教員は令和元年度教育研
究業績を3月上旬に提出した。特に優れた教
員を学長賞に推薦する。

PDCAサイクルシートの作成はすべての委員
会で行っている。実施したことに関する自
己点検・改善は例年、年度末に行う。

4月の全学のFD研修会で紹介され
た「アセスメントポリシー策定と
運用」を参考に、教学執行部会議
での取組を参考に薬学部でも進め
ていく。

各種委員会において、PDCAサイク
ルシートを作成し、教授会におい
て確認する。来年度薬学部の第三
者評価を前に自己評価を行うこと
から、内部質保証システム整備に
ついて対応する。

教育研究活動、その他の諸活動は
各教員が教育研究業績書を提出し
ている。教育研究活動は就実薬学
雑誌に毎年掲載している。個人の
自己点検評価の公表については全
学の取り組みに歩調を合わせて行
う。

各種員会において、PDCAサイクル
シートを作成し、実施したことに
関する自己評価・改善がうまく
いっているかを教授会において確
認する。

内部質保証の推進に責任を負う全学的な体
制を整備し、内部質保証のための全学的な
方針及び手続を明示する。

内部質保証の方針及び手続に基づき、自己
点検・評価を改革・改善に繋げる内部質保証
システムが有効に機能しているか検証する。

教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、
その他の諸活動の状況等を適切に公表し、
社会に対する説明責任を果たす。

内部質保証システムの適切性について定期
的に点検・評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

内部質保証の推進に責任を負う全学的な
体制を整備し、内部質保証のための全学
的な方針及び手続を明示する。

自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システム整備し適切に機能させ
る。

教育研究業績書の提出を義務付ける。自
己点検評価等の公表は今後検討する。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現す
るために、内部質保証シス
テムを構築し、恒常的・継
続的に教育の質の保証及び
向上に取り組む。

内部質保証とは（文科省用
語集から）
高等教育機関が、自らの責
任で自学の諸活動について
点検・評価を行い、その結
果をもとに改 革・改善に
努め、これによって、その
質を自ら保証することを指
す。

教学執行部会議等で全学の取り組みに準
じて薬学部でも進めていく。



3月上旬に委員会からPDCAサイクルシートが
提出された。前年度内容を受けて改訂し、
それに準じて実施するなど問題なく遂行さ
れている。改善・向上を来年度マニフェス
トに反映できるよう自己点検・評価・改善
委員会で検討した。

研究室ごとの教育研究業績は11月末までに
提出を求め、就実大学薬学雑誌に今年度も
記載する予定である。その結果の評価は年
度末に行う。

教育研究業績書の提出を義務付け、その結
果について評価した。

計画通り実施している。

計画通り実施している。今年度はこれに加
えて白衣授与式にDPを10の資質と併せて4年
次生に確認して周知した。3ポリシーはHP上
に明記している。

計画通り実施している。

計画通り実施した。第三者評価に向けて改
訂したカリキュラム・ポリシーは来年度の
HPや履修要覧に反映させる。

来年度の履修要覧への記載を準備する際
に、３ポリシーの見直しについて教授会で
諮る予定である。

大学の3ポリシー見直しに沿って、薬学部の
3ポリシーも検証した。結果、ディプロマ・
ポリシーは変更せず、カリキュラム・ポリ
シーは改訂し、教授会で承認された。

カリキュラムツリーは作成、履修要覧に掲
載している。履修要覧に掲載するための履
修モデルを作成し、教授会で承認された。
カリキュラムの順次性やカリキュラムツ
リーに関しては今後見直す。

教育開発センターアドバイザーの池田先生
の表をもとにカリキュラムマップ、カリ
キュラムツリーを見直し、カリキュラムの
順次性を明らかにした。履修モデル、改訂
したカリキュラム・ポリシー、マップ、ツ
リーは来年度の履修要覧に反映する。

ディプロマ・ポリシー及びカリ
キュラム・ポリシーについてマニ
フェストに明記し、教授会におい
て承認を受ける。

履修要覧に履修モデルを作成し教
授会において承認を受けた。履修
要覧に掲載されたカリキュラムの
系統性と順次生（分野別学修の流
れ）やカリキュラムツリーについ
て教務関連委員会で見直してい
く。

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現す
るために、適切な教育研究
組織を整備する。

教育目標に基づく学位授与方針を設定
し、公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会に公
表する。

教育目標・学位授与方針に基づく教育課
程の編成・実施方針を設定し、公的刊行
物やホームページ等によって、教職員及
び学生に周知し、社会に公表する。

教育目標、学位授与方針及び教育課程の
編成・実施方針の適切性について、定期
的に検証する。

教育課程の編成・実施方針に基づき、学
部・学科に応じたカリキュラムマップや
ツリーを作成して、必要な授業科目を適
切に設定し、接続性や順次性のある教育
課程を体系的に編成する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現す
るために、学位授与方針
（ディプロマポリシー）及
び教育課程の編成・実施方
針（カリキュラムポリ
シー）を明示し、十分な教
育上の成果を上げるための
教育内容を備えた体系的な
教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うた
めの様々な措置を講じ、学
修成果の修得状況を把握し
評価して、学位授与を適切
に行う。

履修要覧にディプロマ・ポリシー
を明記し、教職員及び学生に周知
している。またホームページにも
3ポリシーとして明記しており、
社会への公表も行っている。

各種員会において、PDCAサイクル
シートを作成し、実施したことに
関する自己評価・改善がうまく
いっているかを教授会において確
認する。

教育研究組織を適切に設定し、学術の進
展や社会の要請との適合性について、定
期的に点検・評価を行い、その結果をも
とに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

教育研究組織を適切に設定し、改善・向
上に向けた取り組みを行う。

教育研究業績書の提出を義務付
け、その結果について評価する。

内部質保証システムの適切性について定期
的に点検・評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

履修要覧にカリキュラム・ポリ
シーを明記し、教職員及び学生に
周知している。また薬学部ホーム
ページにも3ポリシーとして明記
しており、社会への公表も行って
いる。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現す
るために、内部質保証シス
テムを構築し、恒常的・継
続的に教育の質の保証及び
向上に取り組む。

内部質保証とは（文科省用
語集から）
高等教育機関が、自らの責
任で自学の諸活動について
点検・評価を行い、その結
果をもとに改 革・改善に
努め、これによって、その
質を自ら保証することを指
す。

教学執行部会議等で全学の取り組みに準
じて薬学部でも進めていく。

ディプロマ・ポリシーを、設定し、履修
要覧に明記し、ホームページで公表する
ことで教職員、学生、社会に公表してい
る。

カリキュラム・ポリシー設定し、履修要
覧に明記し、HPで公表することで教職
員、学生、社会に公表している。

ディプロマ・ポリシー及びカリキュラ
ム・ポリシーについて教授会で定期的に
検証する。

履修要覧に掲載されたカリキュラムの系
統性と順次生（分野別学修の流れ）やカ
リキュラムツリーにつを作成している
が、教育課程が適正か、検証する。



改善案に従って、前期科目として初年次教
育を実施した。また、プレイスメントテス
ト結果を踏まえ、基礎学力が不十分な学生
に対して、高大連携授業やリメディアル教
育を実施した。

上記に加えて、初年次教育では退職する教
員の担当箇所の引継ぎを行った。また、初
年次教育WGも行い、教育効果を考えて次年
度授業を若干変更した。薬剤師の将来を見
据えた内容とするため、「医療人としての
心構え」を医療政策にも詳しい狭間特任教
授に依頼することとした。

教養教育検討部会が再編されて名簿も発表
された。薬学部でも部門長を務める教員が
おり、協力していく。

来年度のスケジュールに基づいて担当する
スタートアップ就実の3領域を担当する薬学
部教員の配置等を行った。また、薬学部教
員が担当する教養科目の自然科学分野につ
いては、改善を行いながら実施している。

初年次教育、3年次生のTBL、4年次生の統合
演習においてピア評価を実施した。後期
は、その結果や、薬学部内でのアクティブ
ラーニングの実施状況や評価に用いている
ルーブリック項目について検証するFD研修
会を開催する予定である。

後期11/13に予定通りFD研修会を開催した
(出席者32名)。各学年年次進行的にアク
ティブラーニングが実施されており、コ
ミュニケーション系演習や実習系を中心に
ルーブリック評価が多数実施されていた。
今後はさらに、これらの授業方法がより適
切に評価されるために、適切なルーブリッ
ク評価表の作成や、学生へのピア評価方法
の指導を向上していく。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現す
るために、学位授与方針
（ディプロマポリシー）及
び教育課程の編成・実施方
針（カリキュラムポリ
シー）を明示し、十分な教
育上の成果を上げるための
教育内容を備えた体系的な
教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うた
めの様々な措置を講じ、学
修成果の修得状況を把握し
評価して、学位授与を適切
に行う。

FD研修会で修得したアクティブ
ラーニングの学習方法を授業に取
り入れ実施している教員も多い。
アクティブラーニングの評価とな
るピア評価も昨年度のFD研修会で
紹介していることから、初年次教
育等でピア評価も実施してみる。

初年次教育については昨年度、WG
で薬学専門科目のSBOを網羅でき
ているかも含めて授業内容の検討
を行い、改善した。学修支援委員
会が中心となり、初年次教育、高
大連携授業（化学、生物、物理各
７回）を実施する。

教養教育改革が進み、2年目とな
る今年は昨年度の授業評価アン
ケートをもとにさらに改善・充実
を図る必要がある。自然科学分
野、学際領域分野、初年次教育分
野で薬学部として改善・充実に関
わる。

初年次教育・高大連携に配慮した教育内
容、専門分野の高度化に対応した教育内
容を提供する。

幅広く深い教養及び総合的な判断力を培
い、豊かな人間性を涵養する教育課程を
編成する。

コースワークとリサーチワークを適切に
組み合わせた大学院教育を行う。

教育目標の達成に向けた授業形態、学生
の主体的参加を促す授業方法（アクティ
ブラーニング）など、学修指導を充実す
る。

初年次教育及び高大連携授業を実施す
る。

H30年度から実施されている教養教育科
目について薬学部でできるところを協力
していく。

FD研修会でアクティブラーニングとなる
統合演習やTBLの実施方法を紹介した
が、今後は授業に積極的に取り入れてい
く。



Web問題集の利用推進活動を行い、自己学習
環境の整備の充実化をはかった。今年度よ
りコクランライブラリーを契約し，医薬品
情報学でのWeb演習・情報検索テストや実務
実習事前学習における統合型演習の中で活
用している。

上記以外の講義演習や各研究室での研究・
学生指導での活用を促すために、12/18にコ
クランライブラリーのWeb説明会を薬学全教
員対象に行った。

計画通り実施している。但し、チェックは
完全ではないため、今後も改善予定

今年度シラバスの不備を中心に、来年度WEB
シラバスも教務委員会がチェックを行って
いる。

シラバス内容と授業内容・方法の整合性は
授業報告書で確認できる。授業評価アン
ケートでも前期科目ではシラバスの適切さ
は評価されている。

後期においても、シラバス内容と授業内
容・方法の整合性は授業報告書で確認でき
る。授業評価アンケートでもシラバスの適
切さは評価されている。（各教員と教務
課・担当課が実施）

前期本試験後・再試験後にチーフ会を開催
し、単位を取得できない数の多い学生につ
いてチーフ会メンバーで情報共有をした。
担任、学年主任が中心となって、後期の見
守りと指導に注力する。

後期は、4年生とその他の学年との試験時期
に合わせて、本試験後・再試験後にチーフ
会を開催して学生の成績評価の把握に努め
た。特に再試験前には学生チューターによ
る学修支援や教員の補習講義に学生チュー
ターを導入する等の学修支援に注力した。
また、教務委員会では、把握している情報
をチーフ会に還元するとともに、チーフ会
で得られた情報を委員会で検討し、必要な
対応を行っている。

全教科科目に対して、厳格な成績評価を
実施するシステムと制度を構築し、学生
の学修能力の向上と教育の質の改善を図
る。各テストにおいて度数分布表など作
成する。

各教育研究分野のチーフ会議によ
る成績精査、検討・対策を行う。
チーフ会議は前・後期試験及び再
試験終了後開催予定。成績の度数
分布もチーフ会議資料に入れてい
く。学習能力の改善と教育の質の
改善についてはFD委員会で協議す
る。

厳格な成績評価を実施するシステムと制
度を構築し、学生学修力の向上と教育の
質の改善を図り、単位制度の趣旨に基づ
く成績評価、単位認定を適切に行う。

授業の目的、到達目標、授業内容・方
法、授業計画、成績評価方法・基準等を
明らかにしたシラバスを、統一した書式
で作成し、公表する。

シラバスの内容と授業内容・方法との整
合性を取り、シラバスに基づく授業を行
う。

学生の自学自修のために、平成26年度に
導入した試験・演習補助システムを活用
し教育効果を上げる。今年度予算化した
「臨床薬学教育におけるICT教育及びア
クティブラーニングの充実」を実施す
る。

今年度から始まったWEBシラバスでは統
一した書式を用いて作成している。

シラバスと授業内容・方法との整合性を
確認する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現す
るために、学位授与方針
（ディプロマポリシー）及
び教育課程の編成・実施方
針（カリキュラムポリ
シー）を明示し、十分な教
育上の成果を上げるための
教育内容を備えた体系的な
教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うた
めの様々な措置を講じ、学
修成果の修得状況を把握し
評価して、学位授与を適切
に行う。

CBT、国家試験形式問題のデータ
ベースを導入し、学内ランやWeb
上で学生がいつでも自主学修でき
る環境を整えた。臨床教育への導
入として、今年度予算化した「臨
床薬学教育におけるICT教育の充
実」を実施する。

今年度シラバスより、教務委員会
を中心にシラバスの形式を統一し
た。委員会によりチェックをし、
イントラにWEBシラバスとして
アップしている。

授業評価アンケート等で学生から
の評価は公表している。整合性を
確認するための方法を教務関連委
員会で検討する。

教育効果を上げるための多様な手段の導
入と情報ネットワークを利用した教育シ
ステムへ展開し、キャンパス外教育を推
進する。



卒業試験は4回設定し、計画通り実施する。
卒論はルーブリックを実施しているが、卒
業試験は実施していない。後期は、薬学部
内で用いているルーブリック評価やピア評
価およびそれらの結果について検証するFD
研修会を開催する。

卒業特別講義単位認定試験は4回設定し、計
画通り実施した。実習・論文・発表につい
てルーブリックを用いた卒業論文実習評価
を実施し、不合格者の追実習などの対応を
行った。また、その他の科目の単位認定に
係る実務も実施している。
後期に薬学部内で用いているルーブリック
評価やピア評価およびそれらの結果につい
て検証するFD研修会を開催した。

相互授業参観は今年度は後期に行う。授業
評価アンケート結果により、自己点検がで
きる。

相互参観授業は12月に今年度退職される4名
の先生方の講義を対象として、2回以上講義
を聞いてフィードバックすることとした。
相互参観授業は、自らの授業を振り返り、
改善を行うためのきっかけとなる。

前期に今年度行事の立案を行った。後期
に、学内講師と外部講師による研修会を2回
実施する。また、後期に公開授業も実施す
る。

予定通り、学内講師と外部講師による研修
会を11/13(参加者32名)と2/13(参加者35名)
に開催した。特に後者は適切な内部質保証
のためのパフォーマンス評価のあり方につ
いての教員研修となり、有意義な機会と
なった。また、12/16-12/26の期間で退職・
異動する教員の授業参観を実施し、今後の
講義の参考にする機会とした。

計画通り行っている（入試改革に伴い改善
の必要あり）

薬学部のアドミッション・ポリシーを学
生募集要項及びホームページに掲載し受
験生に周知し、社会に公表する。

大学案内及びホームページにアド
ミッション・ポリシーを記載し、
受験生に周知し、社会に公表す
る。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現す
るために、学生の受け入れ
方針を明示し、その方針に
沿って適切な入学者選抜制
度により公正な受け入れを
行う。（留学生を含む）

求める学生像、学生の受け入れ方針（ア
ドミッションポリシー）を設定し、公的
刊行物やホームページ等によって、受験
生に周知し、社会に公表する。

薬学部教員対象の外部講師による
FD研修会を開催し、教育内容・方
法の改善を図る。またFD委員会が
主導する公開授業への出席と担当
教員に対するフィードバックも積
極的に行うよう促す。

授業評価アンケートや相互授業参観など
により、教育成果について定期的な検証
を行い、その結果を授業の内容及び方法
の改善に反映させる。

各教員が、担当科目について学修成果を
測定するための評価指標（ルーブリック
評価など）を適切に設定し、学位授与
（卒業認定）を適切に行う。

授業評価アンケート及び相互参観授業の
結果等を通じて、授業内容や教育方法の
改善・向上を促進する。

学部内の学修支援室、学修支援委
員会及びFD委員会により、授業内
容や教育方法の改善・向上を図
る。

各教員が、担当科目について学修
成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切
に設定し、学位授与（卒業認定）
を適切に行い最終的に教授会で承
認する。

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に設定
し、学位授与（卒業・修了認定）を適切
に行う。

学位授与にあたり学位論文審査の基準を
適切に設定し、学生に明示する。

教育内容・方法等の改善を図るために、
組織的な研修・研究の機会を設ける。

全学で行うFD研修会及び学部内のFD委員
会により行われる薬学部教員対象のFD研
修会に全員の出席を促す。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現す
るために、学位授与方針
（ディプロマポリシー）及
び教育課程の編成・実施方
針（カリキュラムポリ
シー）を明示し、十分な教
育上の成果を上げるための
教育内容を備えた体系的な
教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うた
めの様々な措置を講じ、学
修成果の修得状況を把握し
評価して、学位授与を適切
に行う。



多様な資質を持った学生が入学するよう、
来年度の入試区分ごとの評価方法を見直し
た。入学者選抜の方法と評価はアドミッ
ション・ポリシーに加筆した。来年度の募
集要項やHP上に改訂したアドミッション・
ポリシーを記載し公開する準備は整ってい
る。

入試区分ごとに多様な資質を持った学生が
入学するよう、来年度の募集要項を変更し
た。入試改革への対応は不十分であるた
め、2021年度入試に向けて要項を見直す。

来年度にむけてアドミッションポリシーの
改訂を行い、入試区分ごとの募集要項の見
直しを行った。入試の運営体制については
入試課からの指示に従い、適正な人員配置
をしている。

来年度入試から定員が２０名削減し、100名
となる。特待生制度は高校訪問の際にも非
常に好評である。

2020年度入試では特待生制度を改革するこ
とにより、多くの特待生を確保することが
できた。定員100名を確保するために高校訪
問・塾訪問を積極的に行い、薬剤師の職能
と需要について説明し、理解を求めた。

プレースメントテストにより学生の学力の
確認を行っている。入学時の成績をもとに
学生の受入れの適切性について入試委員会
で今後検証する予定である。

プレースメントテストの結果や今年度の学
修支援による総合的把握から、来年度は合
格最低点を引き上げる必要があると考えら
れ、一般入試ではそのことを鑑みた判断を
行った。しかし、改善点として、データ解
析結果の導入も必要である。来年度に向け
ては、大学の2020年度の入試評価に合わせ
て入試区分ごとの受入れの適切性について
確認を行う。

入学後に実施されるプレイスメントテス
トの結果をもとに入試区分ごとの学生の
受入れの適切性について検証する。

適切な定員を設定し、在籍学生数を収容
定員に基づき適正に管理する。

学生募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公正に
実施する。

薬学部のアドミッション・ポリシーを学
生募集要項及びホームページに掲載し受
験生に周知し、社会に公表する。

大学案内及びホームページにアド
ミッション・ポリシーを記載し、
受験生に周知し、社会に公表す
る。

入学者選抜の区分ごとに「入試方
法についての薬学部の方針」を明
記し多様な資質を持った学生を募
集する。運営体制は必要な人数を
確保し適正な人員配置をして入学
選抜を公正に実施する

近年、薬学部の志願者の減少に伴
い、定員確保が難しくなったこと
から、120人の定員を来年度入試
から100名に減じた。引き続き、
入学者選抜制度、特待生制度を見
直し、質の高い学生を応募し定員
確保に努める。

入学前後教育として学修支援委員
会によりプレイスメントテストを
2回実施し、学生の学力を確認
し、学生の受入れの適切性につい
て入試専門委員会で検証する。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現す
るために、学生の受け入れ
方針を明示し、その方針に
沿って適切な入学者選抜制
度により公正な受け入れを
行う。（留学生を含む）

求める学生像、学生の受け入れ方針（ア
ドミッションポリシー）を設定し、公的
刊行物やホームページ等によって、受験
生に周知し、社会に公表する。

学生の受け入れ方針に基づき、学生募集
及び入学者選抜の制度や運営体制を適切
に整備し、入学者選抜を公正に実施す
る。

適切な定員を設定し、在籍学生数を収容
定員に基づき適正に管理する。

学生の受け入れの適切性について定期的
に点検・評価を行い、その結果をもとに
改善・向上に向けた取り組みを行う。



来年度の教員採用に向け準備を進めてい
る。教員組織の編制に関わる方針を今後検
討する。

大学の教員組織編制方針をもとに自己点
検・評価・改善委員会において、教員組織
の編制方針を作成し、教授会で承認され
た。

来年度の教員採用に向け準備を進めてい
る。教員組織の編制に関わる方針を今後検
討する。

方針を作成し、退職者の後任人事を行い、
担当科目のマッチングを考慮して適正に補
充することができた。

計画通り実施している。前期に薬剤系教員
人事を実施した。

人事委員会のもと、人事に関する諸規程等
に沿って適切な教員人事を行い、今年度予
定した新規採用及び昇任人事は予定通り実
施できた。

前期に立案し、後期に公開授業を実施する
予定である。今年度末で退職される先生方
の講義を中心に行い、自己の講義の参考と
し、またどのように引き継ぐかを検討して
いく。

予定通り、12/16-12/26の期間で退職・異動
する教員の授業参観を実施し、各教員が
フィードバックを記録して提出した(3名を
除く全教員が参加)。今後の講義のためのよ
い参考となった。

様式Aの提出を求めた。自己評価を提出して
おり、大学からの評価点が出ている。

様式A,業績評価については1名をのぞいて全
員が提出した。点検評価を行って、必要で
あれば改善を促す。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現す
るために、求める教員像や
教員組織の編制方針を明確
にし、それに基づく教員組
織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロッ
プメント（ＦＤ）活動を実
施して絶えず教員の資質向
上に取り組む。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施し、
教員の資質向上及び教員組織の改善・向
上を図る。

教育研究活動について評価する。

公開授業の実施と資質向上に資す
るフィードバックを行う。全学FD
研修会への出席を促し、薬学部独
自の課題に対するFD研修会を実施
する。

教員から提出される平成31年度目
標・計画シート度評価（様式A）
とH30年度の実績を点検・評価
し、必要であれば改善を求める。

分野や職位を勘案し教員組織の編
制に関わる方針を立て、人事委員
会・自己点検評価委員会で検討す
る。

人事選考の際に授業科目とのマッ
チングを評価する。退職者の後を
スムーズに引継げるよう後任人事
も資格・適合性を明確にして行
い、教員組織を適切に編制する。

薬学部の人事に関する諸規程、任
用基準及び就実大学教員任用基準
運用内規にそって適切な教員人事
を行う。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施し、
教員の資質向上及び教員組織の改善・向
上を図る。

教育研究活動等、教員組織の適切性につ
いて定期的に点検・評価を行い、その結
果をもとに改善・向上に向けた取り組み
を行う。

教員に求める能力・資質、教員構成、教
員の組織的な連携体制と教育研究に係る
責任の所在など、各学部･研究科等の教員
組織の編制に関する方針を明示にする。

教育課程・編制方針に基づき、教育研究
活動を展開するため、授業科目と担当教
員の資格・適合性を明確にして、教員組
織を適切に編制する。

教員の募集・採用・昇格等に関する規定
及び手続きを明確にして、適切な教員人
事を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関する規定
及び手続きを明確にする。

授業科目と担当教員の資格・適合性を明
確にして、教員組織を適切に編制する。

これから毎年定年を迎える教員が増える
ことから、教員組織の編制に関わる方針
を立てていく。



学生関連委員会は学生課と連携して学生を
支援中である。奇数月に学修支援委員会を
開催し、学修支援について検討を続けてい
る。前期は担任、学年主任、科目担当教員
による面談がよく実施された。4～6年生対
象就職ガイダンスを行い就職進路に関する
情報提供・指導を行っている。

学修支援委員会は後期も隔月程度で委員会
を開催し、継続して学生の学修状況の把握
と学修環境向上の検討・実施に努めた。教
務課から担任に宛てて欠席状況調査の報告
が随時送られるようになったので、欠席し
がちな学生への指導は格段に向上した。
就職進路委員会は上記に加えて、3月にキャ
リアーセンターと連携して薬局等企業説明
会を行う予定であったが、新型コロナウイ
ルス感染症のため、4月以降に延期となっ
た。

自習できる場所の確保と周知を行った。ま
た、館内の空調を十分に稼働させ、学修し
やすい環境を整えた。

前期・後期を通じて講義室の空き時間を自
習室として確保し、掲示とメールで自習場
所の周知を図った。学修e-ポートフォリオ
の本格的導入はまだ実施できていない。

前期本試験後に、再試となった学生を対象
に、5年生チューターによる学修支援を1-4
年生を対象に計4コマ実施をした。

後期は4年生の試験時期が異なるため、1～3
年生を対象として再試験となった学生への
学修支援を各学年4コマ実施した。学生
チューターとして多くの4年生の協力により
手厚い支援ができた。また、同級生の特待
生による支援を初めて導入した。その他、
教員の補習講義に学生チューターの導入も
トライアル的に実施して、より学修支援の
充実を図った。

前期に計画通り実施した。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現する
ために学生支援に関する方針
を明確にし、学生が学修に専
念し、安定した学生生活を送
ることができるよう、修学支援、
生活支援および進路支援を
適切に行う。

学修支援委員会、学生課、キャリ
アセンターと連携して学生を指導
する。

P館の授業時間外利用を学生に周
知する。データ解析WGにより学修
e-ポートフォリオの実施を検討す
る。

学修支援委員会、チーフ会議によ
り留年の可能性がある学生を把握
する。再試験までに教員による補
講と学生チューターによる学習会
の受講を義務付ける。

学修支援室及び学修支援委員会に
よる教育改善や学修支援体制を検
討する。

学生に対する修学支援、生活支援、進路支
援など、学生支援に関する方針を明示する。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保に向
けての学修e-ポートフォリオの導入で、学修
支援を推進する。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、低減
に向けての部局での方策を検討し、適切に
対処する。

リメディアル教育や高大連携による入試前教
育に関する支援体制を整備し、適切に実施
する。

学部内に設置した学修支援室及び学修支
援委員会による協議により、教養及び専
門教育の充実を図る。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
教員や上位年次学生による学修支援を行
い適切に対処する。

学部内自学自修場所の拡大及び利用時間
を検討する。学修e-ポートフォリオの導
入で、学修支援を推進する。

学生に対する修学支援、生活支援、進路
支援体制を確立する。



後期も計画通り実施した。さらに、来年度
の学修支援体制についても検討し、実施案
を作成した。入学前教育についても、入学
前セミナーを実施したり、1次入学手続き終
了者については通信教育を受けられるよう
手配した。

前期で全学４名の新規申請学生に合理的配
慮を決定した。継続希望の学生を含めて合
理的配慮で支援中の薬学部学生について
は、学科長、担任とも連携して、支援を実
施中である。

該当学生に対しては、講義・実習・試験時
について希望を聞くなど、一人一人に適切
な配慮を行った。

保健管理センターは４月に学生の健康診
断・抗体検査を実施した。また、学生の相
談に対しては、保健管理センター、学生相
談室との連携を図り問題解決に導いた。

上記に加え、抗体検査の結果を学生に還元
し、薬学生を対象にB型肝炎の予防接種を
行った。薬学生からのハラスメント相談は
今年度はなかった。

6年生対象就職ガイダンス，5年生対象就職
ガイダンス及び4年制対象就職ガイダンスを
行い，就職進路に関する情報提供・指導を
行っている。

上記に加えて3月にキャリアーセンターと連
携して薬局を中心とした企業説明会を行う
予定だった。担任にも学生に積極的な参加
を呼び掛けるよう依頼したが、新型コロナ
ウイルス感染症対応から4月以降に延期と
なった。

学生関連委員会は、学生課を連携して学生
生活の改善・向上向けて改善に取り組み中
である。学修支援委員会としては、講義へ
の出席や単位修得に困難を抱える学生に対
して、学年主任を中心に面談や見守りを密
に行ってきた。就職進路委員会は４年～6年
まで，就職ガイダンスを行い、就職進路に
関する情報提供・指導を行っている。

本学及び企業等からの奨学金につ
いて学生に周知する。

学生の健康診断及び抗体検査に協
力する。また、保健管理セン
ター、学生相談室、学部内ハラス
メント相談員、学内ハラスメント
委員会委員等との連携を図り、明
確な支援体制のもとで、学生支援
を行う。

キャリア支援に関する組織体制を整備し、進
路選択に関わる指導・ガイダンスを実施す
る。

学生支援の適切性について定期的に点検・
評価し、その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現する
ために学生支援に関する方針
を明確にし、学生が学修に専
念し、安定した学生生活を送
ることができるよう、修学支援、
生活支援および進路支援を
適切に行う。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンス
を実施する。

学生に対する修学支援、生活支援、進路
支援体制を確立し、学生支援の適切性に
ついて検証する。

就職相談会や企業説明会の充実を
図り、学生の積極的な参加を促進
する。キャリアセンターの年間サ
ポート計画に積極的に参加させ
る。

学修支援委員会・学生関連委員
会・就職進路委員会が学生課、
キャリアセンターと連携して学生
を指導する。また、委員会として
PDCAサイクルシートを作成し、改
善・向上に向けた取り組みを行
う。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実を図
り、安定した学生生活の実現に努める。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生へ配
慮するとともに、学生の人権を保障し、ハラス
メント防止のための措置を適切に行う。

心身の健康保持・増進に対しての応援体
制を整備する。また、ハラスメント防止
に対する体制を明確にする。

本学及び外部からの奨学金支援を整備す
る。

障がいのある学生に対しての学修支援体
制を整備する。

学修支援室及び学修支援委員会に
よる教育改善や学修支援体制を検
討する。

障がいのある学生に対する支援体制を整備
し、修学支援措置を適切に行う。

障がい者学修支援委員会の合理的
配慮決定をうけ、学部全体で障が
い学生の支援を適切に行う。

リメディアル教育や高大連携による入試前教
育に関する支援体制を整備し、適切に実施
する。

学部内に設置した学修支援室及び学修支
援委員会による協議により、教養及び専
門教育の充実を図る。



上記に加え、各種委員会はPDCAサイクル
シートを提出、改善向上に向けた取り組み
を行っている。

研究倫理については卒業特別実習では取り
上げている。低学年からの指導が必要とな
るため、実習委員会で検討する。

卒業論文実習のルーブリックには研究倫理
に関する観点をいれて、学生への周知を
図っている。低学年についても最初の実習
で研究倫理に関しては説明している。実習
委員会が中心となり、検討した結果、来年
度から各実習のテキストに研究倫理教育の
ための資料を入れることにした。

学部の取り組みについて、点検・評価を
行って下さい。

地域の産官学共同で開催される研究成果発
表会で多数の教員が発表し、研究成果の社
会への還元を図った。他県と共同研究も協
議中である。また、教員が地域に向けて行
う研修会やセミナーでの発表、公民館等で
の地域向け薬学教育イベントを行った。就
実薬局からの情報発信を行った。

学部の取り組みについて、点検・評価を
行って下さい。

岡山県や岡山市薬剤師会が行うイベントに
教員が企画から参画し、学生がボランティ
アとして参加した。また、岡山市男女協働
社会推進センター（さんかく岡山）主催の3
回のリケジョプロジェクトの講座に教員が
協力した。

教育研究成果を適切に社会に還元するた
めの社会連携・社会貢献に関する方針を
明示する。

地域企業や薬剤師会等との連携を強化
し、研究成果の地域企業への還元を推進
する。

地域の産官学共同で開催される研
究成果発表会等に積極的に参加
し、研究成果の還元を図る。

地域企業や薬剤師会等と連携を強
化し、研究成果の地域企業への還
元を推進する。学外組織と協働し
たPBLの推進、国際事業等へ参加
を図る。学外組織と連携協力して
医療者養成を行う。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現する
ために、社会連携・社会貢献
に関する方針を明確にし、そ
の方針に沿って社会との連携
に配慮し、教育研究成果を広
く社会に還元する。

研究倫理を遵守するための必要な措置を講
じ、適切に対応する。

教育研究等環境の適切性について定期的
に点検・評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

研究倫理を遵守するための必要な
措置を講じ、適切に対応する。

教育研究等環境の適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結
果をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

研究倫理を遵守するための必要な措置を講
じ、適切に対応する。

教育研究等環境の適切性について定期的に
点検・評価を行い、その結果をもとに改善・向
上に向けた取り組みを行う。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、
学生の学修及び教員による教
育研究活動を必要かつ十分
に行えるよう、教育研究等環
境の整備に関する方針を明確
にし、その方針に沿って学修
環境や教育研究環境を整備、
適切に管理運営する。

教育研究成果を適切に社会に還元するため
の社会連携・社会貢献に関する方針を明示
する。

社会へのサービス活動、地域交流・国際交流
事業への積極的参加など、学外組織との連
携協力による教育研究を推進し、教育研究
成果を適切に社会に還元する。

学生支援の適切性について定期的に点検・
評価し、その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現する
ために学生支援に関する方針
を明確にし、学生が学修に専
念し、安定した学生生活を送
ることができるよう、修学支援、
生活支援および進路支援を
適切に行う。

学生に対する修学支援、生活支援、進路
支援体制を確立し、学生支援の適切性に
ついて検証する。

学修支援委員会・学生関連委員
会・就職進路委員会が学生課、
キャリアセンターと連携して学生
を指導する。また、委員会として
PDCAサイクルシートを作成し、改
善・向上に向けた取り組みを行
う。

研究室の広さに対する不平等があったり、
分野が分断される配置になっていた。4名が
退職することから配置を見直し、1教員1研
究室という割振りを行い、適正化できた。
来年度も適正化に努めていく。



本年度より薬学海外研修の対象年次を3年生
以上に変更した。その影響もあって、薬学
海外研修参加希望者は定員（16名）を大幅
に超える32名となった。このため研修先や
旅行会社と調整し、2クラス分の開講とし
て、32名全員参加となった。

薬学海外研修は、対象年次拡大により定員
を大幅に超える32名が参加した。引率教員
を3名とし、参加者全員が安全かつ充実した
研修を送ることができる体制を整えた。研
修終了後、次年度参加希望者への報告会も
実施し、次年度以降の定員確保に努めた。

社会連携・社会貢献の一環として薬剤師や
卒業生を対象とした地域連携教育講座を
行っている。

公開講座委員会が主体となり、地域連携教
育講座を行っている。委員会で点検評価を
行い、教授会で委員会報告をした。

①実施には至っていない。
②校務出張報告を行っている。
③諸事について事務職との連携を図ってい
る。
④現段階ではセンター構想への協力要請は
ない。
⑤FD研修会への全員出席を呼びかける。
⑥外部評価委員を入れてPDCAサイクルが適
正に行われているか検討する計画である。
⑧履修要覧にCAP制度や履修モデルを追加す
るなど対応を行った。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生
自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活
支援、新たな価値を創出す
る地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研
究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色
ある大学改革を推進する。
「未来社会を力強く生き抜
く人材を育成し、地域と共
に輝く大学」を目指し、全
教職員がベクトルを合わせ
て下記の重点課題に取り組
み、目標達成に向けて努力
する。
（１）教学ガバナンス・マ
ネジメントの強化による内
部質保証：組織的な大学改
革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化
した教育改革による学びの
保証： カリキュラムマネ
ジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる
学生生活・修学・キャリア
支援体制の強化：学生調査
に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と
効果的な入試広報活動：優
秀な学生の確保と学生定員
の厳格化
（５）地域活性化に繋がる
教育・研究ブランド力の強
化：地域貢献力とグローバ
ル化の推進

①大学・短大改革の将来構想： 10年先を見
据えた大学・短大組織のあり方、将来構想案
を策定する。
②IR機能の強化：学内外の情報を収集、解
析、管理、公開し、戦略的な大学改革や広報
活動へ活用する。
③教学・事務組織の再編：教学・事務組織の
充実・効率的運営、業務の合理化、教職協
働体制の充実を図る。
④センター構想：幼保教職支援及び教養教
育の効率的な運営組織へ改組、兼任教職員
を配置して支援強化する。
⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会の開
催、学外研修会参加の推奨による教職員の
資質向上を図る。
⑥教員業績評価制度改革：教育、研究、社
会貢献、学内貢献等のきめ細かな評価で賞
与等へ反映する。
⑦PDCAサイクルの検証：外部評価委員や学
内学生の参画による自己点検・評価・改善制
度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育無償
化要件、私立大学等改革総合支援事業に全
学的に取り組む。

①大学・短大改革の将来構想： 10年先
を見据えた大学・短大組織のあり方、将
来構想案を策定する。
②IR機能の強化：学内外の情報を収集、
解析、管理、公開し、戦略的な大学改革
や広報活動へ活用する。
③教学・事務組織の再編：教学・事務組
織の充実・効率的運営、業務の合理化、
教職協働体制の充実を図る。
④センター構想：幼保教職支援及び教養
教育の効率的な運営組織へ改組、兼任教
職員を配置して支援強化する。

⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会の
開催、学外研修会参加の推奨による教職
員の資質向上を図る。
⑥教員業績評価制度改革：教育、研究、
社会貢献、学内貢献等のきめ細かな評価
で賞与等へ反映する。
⑦PDCAサイクルの検証：外部評価委員や
学内学生の参画による自己点検・評価・
改善制度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育無
償化要件、私立大学等改革総合支援事業
に全学的に取り組む。

①10年先の社会のニーズを想定
し、求められる人材をイメージし
た将来構想案を立てる。若手の教
員を中心に協議する場を設ける。
②学内外の情報収集のために校務
出張を積極的に行う。教授会で詳
細な出張報告を行い、各委員会で
取り上げるべき内容を解析し、管
理し、広報にもつなげる。
③教職。事務職とが連携し、お互
いに持つ情報を共有し、業務の合
理化を図る。
④薬学部からも協力要請があれば
対応できるようにする。
⑤全学のFD活動に積極的に参加す
る。また学部内でも教員の資質向
上に資する研修を実施する。
⑥全学で承認された方法などの適
正に教員業績評価行う。
⑦現状の各種委員会でのPDCAサイ
クルが適正に行われているか、自
己点検評価委員会に外部委員を入
れて評価する。
⑧薬学部でも高等教育無償化要
件、私立大学等改革総合支援事業
取り組みに積極的に対応する。

グローバル化促進として、留学生の積極的な
受け入れ、さらに外国人研究者活躍の場を
広げ、本学の構成員の国際的活動能力の向
上を図る。

海外留学生との積極的な交流の場を増や
す。また、薬学海外研修制度への参加を
推進する。

本学や他大学の留学生との交流イ
ベント等への参加を推奨する。ま
た、オーストラリアクイーンズラ
ンド大学の薬学海外研修制度への
参加者の定員枠を確保する。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現する
ために、社会連携・社会貢献
に関する方針を明確にし、そ
の方針に沿って社会との連携
に配慮し、教育研究成果を広
く社会に還元する。

社会連携・社会貢献の適切性について定期
的に点検・評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】



①新学科開設ワーキンググループを立ち上
げ、薬科学科設置について協議した。
②薬学教育協議会の教科担当教員会議など
に積極的に教員を派遣し、校務出張報告を
行った。他県の薬剤師会が行う高校生ガイ
ダンスに参加し、高校生のニーズに関する
情報収集をした。
③諸事について事務職との連携を図った。
④現段階ではセンター構想への要請はな
い。
⑤全学FD研修会への全員出席を呼びかけ
た。
⑥提出された教員業績評価書を確認して適
正に業績評価を行った。
⑦岡山県病院薬剤師会長に薬学部自己点検
評価改善委員会の外部委員を委嘱し、評価
していただいた。
⑧履修要覧にCAP制度や履修モデルを追加す
るなど対応を行った。

①全学の取り組みに合わせて行う。
②アセスメントポリシー作成に合わせて三
ポリシーの見直しを行う予定である。
③シラバスとSBOの対応は確認ずみであるが
シラバスの第三者チェックは行われていな
い
④アクティブラーニングは各自実習や演習
に取り入れている。ICT教育は今後実施する
予定である。
⑤CBT対策では学生相互支援システムの構築
については、現状では手つかずの状態であ
る。国試対策　6年生での学生相互の学修支
援に向けて、6年生専用の勉強部屋（相談の
出来る場所）の確保と周知を行ったが、十
分に活用されなかった。学修支援委員会で
は前期再試前に学生チューターによる勉強
会を行った。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生
自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活
支援、新たな価値を創出す
る地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研
究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色
ある大学改革を推進する。
「未来社会を力強く生き抜
く人材を育成し、地域と共
に輝く大学」を目指し、全
教職員がベクトルを合わせ
て下記の重点課題に取り組
み、目標達成に向けて努力
する。
（１）教学ガバナンス・マ
ネジメントの強化による内
部質保証：組織的な大学改
革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化
した教育改革による学びの
保証： カリキュラムマネ
ジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる
学生生活・修学・キャリア
支援体制の強化：学生調査
に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と
効果的な入試広報活動：優
秀な学生の確保と学生定員
の厳格化
（５）地域活性化に繋がる
教育・研究ブランド力の強
化：地域貢献力とグローバ
ル化の推進

①大学・短大改革の将来構想： 10年先を見
据えた大学・短大組織のあり方、将来構想案
を策定する。
②IR機能の強化：学内外の情報を収集、解
析、管理、公開し、戦略的な大学改革や広報
活動へ活用する。
③教学・事務組織の再編：教学・事務組織の
充実・効率的運営、業務の合理化、教職協
働体制の充実を図る。
④センター構想：幼保教職支援及び教養教
育の効率的な運営組織へ改組、兼任教職員
を配置して支援強化する。
⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会の開
催、学外研修会参加の推奨による教職員の
資質向上を図る。
⑥教員業績評価制度改革：教育、研究、社
会貢献、学内貢献等のきめ細かな評価で賞
与等へ反映する。
⑦PDCAサイクルの検証：外部評価委員や学
内学生の参画による自己点検・評価・改善制
度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育無償
化要件、私立大学等改革総合支援事業に全
学的に取り組む。

①大学・短大改革の将来構想： 10年先
を見据えた大学・短大組織のあり方、将
来構想案を策定する。
②IR機能の強化：学内外の情報を収集、
解析、管理、公開し、戦略的な大学改革
や広報活動へ活用する。
③教学・事務組織の再編：教学・事務組
織の充実・効率的運営、業務の合理化、
教職協働体制の充実を図る。
④センター構想：幼保教職支援及び教養
教育の効率的な運営組織へ改組、兼任教
職員を配置して支援強化する。

⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会の
開催、学外研修会参加の推奨による教職
員の資質向上を図る。
⑥教員業績評価制度改革：教育、研究、
社会貢献、学内貢献等のきめ細かな評価
で賞与等へ反映する。
⑦PDCAサイクルの検証：外部評価委員や
学内学生の参画による自己点検・評価・
改善制度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育無
償化要件、私立大学等改革総合支援事業
に全学的に取り組む。

①10年先の社会のニーズを想定
し、求められる人材をイメージし
た将来構想案を立てる。若手の教
員を中心に協議する場を設ける。
②学内外の情報収集のために校務
出張を積極的に行う。教授会で詳
細な出張報告を行い、各委員会で
取り上げるべき内容を解析し、管
理し、広報にもつなげる。
③教職。事務職とが連携し、お互
いに持つ情報を共有し、業務の合
理化を図る。
④薬学部からも協力要請があれば
対応できるようにする。
⑤全学のFD活動に積極的に参加す
る。また学部内でも教員の資質向
上に資する研修を実施する。
⑥全学で承認された方法などの適
正に教員業績評価行う。
⑦現状の各種委員会でのPDCAサイ
クルが適正に行われているか、自
己点検評価委員会に外部委員を入
れて評価する。
⑧薬学部でも高等教育無償化要
件、私立大学等改革総合支援事業
取り組みに積極的に対応する。

①３ポリシーの定期点検：３ポリシーに対応し
たアセスメントポリシーを策定し、毎年定期的
に点検評価する。②カリキュラム改革：DPに
基づく体系的カリキュラム（カリキュラムマップ
／ナンバリング）へ改訂する。③履修指導の
徹底：シラバスの第三者チェックを徹底し、
個々の学生に対応したきめ細かな履修指導
を行う。④新しい教育方法の実践：ICT教育、
アクティブラーニング、PBL、反転授業などを
全学的に推進する。⑤学生相互学修支援の
促進：SA・TAやピアサポート、学修支援体制
を構築し、指導学生の育成を図る。⑥学生が
成長を実感する教育改革：学生の基礎力診
断を継続実施し、学生・教職員への周知、活
用推進を図る。⑦学修成果の可視化：アセス
メントポリシーの評価基準を策定し、GPA制度
の活用などで多面的に評価する。⑧学びの
保証体制：授業評価アンケートの活用を促進
し、学修ポートフォリオの全学導入を検討す
る。

（用語集から）ナンバリング、あるいはコース・
ナンバリング。授業科目に適切な番号を付し
分類することで、学修の段階や順序等を表
し、教育課程の体系性を明示する仕組み。①
大学内における授業科目の
分類、②複数大学間での授業科目の共通分
類という二つの意味を持つ。
対象とするレベル（学年等）や学問の分類を
示すことは、学生が適切な授業科目を選択
する助けとなる。また、科目同士の整理・統合
と連携により教員が個々の科目の充実に注
力できるといった効果も期待できる

①３ポリシーの定期点検：３ポリシーに
対応したアセスメントポリシーを策定
し、毎年定期的に点検評価する。
②カリキュラム改革：DPに基づく体系的
カリキュラム（カリキュラムマップ／ナ
ンバリング）へ改訂する。
③履修指導の徹底：シラバスの第三者
チェックを徹底し、個々の学生に対応し
たきめ細かな履修指導を行う。
④新しい教育方法の実践：ICT教育、ア
クティブラーニング、PBL、反転授業な
どを全学的に推進する。
⑤学生相互学修支援の促進：SA・TAやピ
アサポート、学修支援体制を構築し、指
導学生の育成を図る。
⑥学生が成長を実感する教育改革：学生
の基礎力診断を継続実施し、学生・教職
員への周知、活用推進を図る。
⑦学修成果の可視化：アセスメントポリ
シーの評価基準を策定し、GPA制度の活
用などで多面的に評価する。
⑧学びの保証体制：授業評価アンケート
の活用を促進し、学修ポートフォリオの
全学導入を検討する。

①全学の取り組みに合わせてアセ
スメントポリシーの策定を行う。
②現状のカリキュラムマップがDP
に基づき体系的なものになってい
るか再検討する
③教務関連委員会は分野別に選抜
していることから、分野ごとにシ
ラバスの第三者チェックを行う。
④各実習や演習などにアクティブ
ラーニングを取り入れるよう学修
支援委員会で推進していく。デー
タベースを活用したICT教育を推
進する（データベースWG,臨床薬
学教育研究センター）
⑤学修支援委員会、CBT対策委員
会、国試対策委員会を中心に学生
相互学修支援を推進する。
⑥学年別総合実力テストの成績を
学生・教職員に周知して活用の推
進を図る。
⑦アセスメントポリシーの評価基
準の策定ができたら、GPAなども
含めて多面的な評価を行う。
⑧データベースWGを中心に学修
ポートフォリオの導入を検討す
る。



学部の取り組みについて、点検・評価を
行って下さい。

①アセスメントポリシーに対応した各科目
の評価一覧とCPを作成した。
②薬学部教育の目的と3ポリシーを見直し
て、3ポリシーの関連がより整合性のとれた
ものに改善した。その改善に沿って、学生
に分かりやすいカリキュラムマップを作成
した。
③確認したシラバスとSBOの対応を基に、
2020年度シラバスの改訂を行っている。第
三者チェックは今年度シラバスの不備を中
心に、来年度シラバスも教務委員会が行っ
ている。
④アクティブラーニングは各自実習や演習
に取り入れている。データベースを活用し
たICT教育では今年度からコクランライブラ
リーを導入し、システマティックレビュー
が利用できるようになった。
⑤後期再試験前は、4年生の協力によりさら
に充実した学生チューターによる学修支援
を実施した。また、同学年の特待生による
学修支援も実施した。CBT対策においては、
学生相互支援システムの構築については、
１階の実習室をブルーレイ講習会や自習の
場としてオープンなスペースとして提供し
た結果、自発的な学生相互の学習の場とし
てうまく機能した。来年度は、全学生への
周知を徹底させてさらにシステマティック
な運営を検討する。6年生での学生相互の学
修支援に向けて、前期に引き続き6年生専用
の勉強部屋の確保と周知を行ったが、十分
に活用されなかった。
⑦CPにアセスメントポリシーの評価方法や
基準を入れて周知した。GPAを含めた評価は
第三者評価とも連動して教務課の協力を得
て4月に行う予定である。
⑧学修ポートフォリオの導入については検
討していない。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生
自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活
支援、新たな価値を創出す
る地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研
究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色
ある大学改革を推進する。
「未来社会を力強く生き抜
く人材を育成し、地域と共
に輝く大学」を目指し、全
教職員がベクトルを合わせ
て下記の重点課題に取り組
み、目標達成に向けて努力
する。
（１）教学ガバナンス・マ
ネジメントの強化による内
部質保証：組織的な大学改
革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化
した教育改革による学びの
保証： カリキュラムマネ
ジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる
学生生活・修学・キャリア
支援体制の強化：学生調査
に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と
効果的な入試広報活動：優
秀な学生の確保と学生定員
の厳格化
（５）地域活性化に繋がる
教育・研究ブランド力の強
化：地域貢献力とグローバ
ル化の推進

①３ポリシーの定期点検：３ポリシーに対応し
たアセスメントポリシーを策定し、毎年定期的
に点検評価する。②カリキュラム改革：DPに
基づく体系的カリキュラム（カリキュラムマップ
／ナンバリング）へ改訂する。③履修指導の
徹底：シラバスの第三者チェックを徹底し、
個々の学生に対応したきめ細かな履修指導
を行う。④新しい教育方法の実践：ICT教育、
アクティブラーニング、PBL、反転授業などを
全学的に推進する。⑤学生相互学修支援の
促進：SA・TAやピアサポート、学修支援体制
を構築し、指導学生の育成を図る。⑥学生が
成長を実感する教育改革：学生の基礎力診
断を継続実施し、学生・教職員への周知、活
用推進を図る。⑦学修成果の可視化：アセス
メントポリシーの評価基準を策定し、GPA制度
の活用などで多面的に評価する。⑧学びの
保証体制：授業評価アンケートの活用を促進
し、学修ポートフォリオの全学導入を検討す
る。

（用語集から）ナンバリング、あるいはコース・
ナンバリング。授業科目に適切な番号を付し
分類することで、学修の段階や順序等を表
し、教育課程の体系性を明示する仕組み。①
大学内における授業科目の
分類、②複数大学間での授業科目の共通分
類という二つの意味を持つ。
対象とするレベル（学年等）や学問の分類を
示すことは、学生が適切な授業科目を選択
する助けとなる。また、科目同士の整理・統合
と連携により教員が個々の科目の充実に注
力できるといった効果も期待できる

①３ポリシーの定期点検：３ポリシーに
対応したアセスメントポリシーを策定
し、毎年定期的に点検評価する。
②カリキュラム改革：DPに基づく体系的
カリキュラム（カリキュラムマップ／ナ
ンバリング）へ改訂する。
③履修指導の徹底：シラバスの第三者
チェックを徹底し、個々の学生に対応し
たきめ細かな履修指導を行う。
④新しい教育方法の実践：ICT教育、ア
クティブラーニング、PBL、反転授業な
どを全学的に推進する。
⑤学生相互学修支援の促進：SA・TAやピ
アサポート、学修支援体制を構築し、指
導学生の育成を図る。
⑥学生が成長を実感する教育改革：学生
の基礎力診断を継続実施し、学生・教職
員への周知、活用推進を図る。
⑦学修成果の可視化：アセスメントポリ
シーの評価基準を策定し、GPA制度の活
用などで多面的に評価する。
⑧学びの保証体制：授業評価アンケート
の活用を促進し、学修ポートフォリオの
全学導入を検討する。

①全学の取り組みに合わせてアセ
スメントポリシーの策定を行う。
②現状のカリキュラムマップがDP
に基づき体系的なものになってい
るか再検討する
③教務関連委員会は分野別に選抜
していることから、分野ごとにシ
ラバスの第三者チェックを行う。
④各実習や演習などにアクティブ
ラーニングを取り入れるよう学修
支援委員会で推進していく。デー
タベースを活用したICT教育を推
進する（データベースWG,臨床薬
学教育研究センター）
⑤学修支援委員会、CBT対策委員
会、国試対策委員会を中心に学生
相互学修支援を推進する。
⑥学年別総合実力テストの成績を
学生・教職員に周知して活用の推
進を図る。
⑦アセスメントポリシーの評価基
準の策定ができたら、GPAなども
含めて多面的な評価を行う。
⑧データベースWGを中心に学修
ポートフォリオの導入を検討す
る。

①徹底した学生調査：入学時、卒業時、卒業
後アンケート・インタビューを実施して、大学
運営改善に繋げる。②キャンパスアメニティの
充実：施設設備の充実、老朽化した設備の改
修・更新、施設の有効活用を推進する。③学
生生活実態調査活用：調査結果の解析を踏
まえた課題抽出、改善策を検討し、学生への
周知、改善を図る。④キャリア支援の強化：
キャリア教育充実、学内インターンシップ制度
の導入、就職率80％以上を達成する。⑤学
生相談への支援体制強化：担任制度による
定期的な学生面談を徹底し、メンタルサポー
ト体制を強化する。⑥障がい学生支援：障が
い者学修支援体制、施設の充実を図り、保健
管理センターの支援体制を強化する。

①徹底した学生調査：入学時、卒業時、卒
業後アンケート・インタビューを実施して、大
学運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：施設設備の
充実、老朽化した設備の改修・更新、施設の
有効活用を推進する。
③学生生活実態調査活用：調査結果の解
析を踏まえた課題抽出、改善策を検討し、学
生への周知、改善を図る。
④キャリア支援の強化：キャリア教育充実、
学内インターンシップ制度の導入、就職率
80％以上を達成する。
⑤学生相談への支援体制強化：担任制度に
よる定期的な学生面談を徹底し、メンタルサ
ポート体制を強化する。
⑥障がい学生支援：障がい者学修支援体
制、施設の充実を図り、保健管理センターの
支援体制を強化する。



①大学が行う調査に協力した。今年度は文
部科学省による全国学生調査が行われた
が、学生への徹底した説明で回答率は83％
と高かった。調査結果を改善につなげてい
く。
②1F, 2F実習室のAVシステムが全て更新さ
れた。長年不調で苦情の多かった空調シス
テムが春休みを利用して更新される。
③学生生活実態調査を活用して、調査結果
を改善につなげていく。学生生活実態調査
結果に基づく対応は今年度まだ行っていな
いが、昨年度報告した対応に基づいて今年
度も対応した。
④キャリア支援は適切に行われ、就職率は
例年通り100％に近い。
⑤全教員が、担任学生との面談記録を作成
している。特に留年生・休学学生とは定期
的に面談や状況把握を実施している。記録
に基づき、さらなる対応が必要な場合は、
適宜、学科長、保健管理センター、カウン
セラーと連携をとって個人情報に配慮しつ
つ深刻化を防ぐ対処を行っている。
⑥今年度は4名が障がい学生支援を受けた。
保健管理センターと連携を取って学生支援
を行っている。

①大学全体での公表は行っている。
②入試課に依頼して入学時のデータを作成
してもらい活用する予定である。
③計画通り実施している。
④広報委員会としてオープンキャンパス、
体験入学＆研究室公開などの広報活動を
行っている。
⑤指定校の見直しについては今後検討す
る。就実高校との高大連携は取れている。
⑥学内奨学金や企業奨学金についてHP上で
公表している。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生
自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活
支援、新たな価値を創出す
る地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研
究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色
ある大学改革を推進する。
「未来社会を力強く生き抜
く人材を育成し、地域と共
に輝く大学」を目指し、全
教職員がベクトルを合わせ
て下記の重点課題に取り組
み、目標達成に向けて努力
する。
（１）教学ガバナンス・マ
ネジメントの強化による内
部質保証：組織的な大学改
革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化
した教育改革による学びの
保証： カリキュラムマネ
ジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる
学生生活・修学・キャリア
支援体制の強化：学生調査
に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と
効果的な入試広報活動：優
秀な学生の確保と学生定員
の厳格化
（５）地域活性化に繋がる
教育・研究ブランド力の強
化：地域貢献力とグローバ
ル化の推進

①入試制度改革：2020年度新入試制度に向
けた本学の入試要項を検討して、HP等で公
表する。②入学者選抜実施体制の点検：入
学者選抜の評価、入学者の追跡調査等によ
り選抜方法の妥当性を検証する。③入学前
教育：入学前科目別通信教育により基礎学
力を強化し、プレイスメントテストを実施する。
④情報公開、広報活動：HPや大学ポート
レート、オープンキャンパスを充実し、幅広い
広報活動を展開する。⑤高大接続：指定校
の見直し、定期的な高校訪問、協議体制を
構築し、特に就実高校との連携を強化する。
⑥奨学金制度充実：入学者の確保に繋がる
奨学金制度、経済的に修学困難な学生への
支援を強化する。

①入試制度改革：2020年度新入試制度に
向けた本学の入試要項を検討して、HP等で
公表する。
②入学者選抜実施体制の点検：入学者選
抜の評価、入学者の追跡調査等により選抜
方法の妥当性を検証する。
③入学前教育：入学前科目別通信教育によ
り基礎学力を強化し、プレイスメントテストを
実施する。
④情報公開、広報活動：HPや大学ポート
レート、オープンキャンパスを充実し、幅広い
広報活動を展開する。
⑤高大接続：指定校の見直し、定期的な高
校訪問、協議体制を構築し、特に就実高校
との連携を強化する。
⑥奨学金制度充実：入学者の確保に繋がる
奨学金制度、経済的に修学困難な学生へ
の支援を強化する。

①外国語の外部試験の活用や大学
入学共通テストの記述式問題の利用
について学部の方針を伝え、HP等
で公表することになっている。
②入学者の追跡調査等により選抜
方法の妥当性を検証できるか、デー
タベースWGで検討する。
③例年通り、入学前科目別通信教
育を行い、プレイスメントテストを実施
し成果を検討する。
④各委員会が活動内容を画像を入
れた報告書にまとめ、広報委員会が
広報活動に用いるようにする。
⑤定期的に指定校の見直しをし、高
校訪問の際に指定校推薦で入学し
た学生の様子を報告する。就実高校
にはサイエンスキャンプなどで大学
での研究活動を通じて連携を強化す
る。
⑥学内奨学金や企業奨学金の学生
への周知を図る

①徹底した学生調査：入学時、卒業時、卒業
後アンケート・インタビューを実施して、大学
運営改善に繋げる。②キャンパスアメニティの
充実：施設設備の充実、老朽化した設備の改
修・更新、施設の有効活用を推進する。③学
生生活実態調査活用：調査結果の解析を踏
まえた課題抽出、改善策を検討し、学生への
周知、改善を図る。④キャリア支援の強化：
キャリア教育充実、学内インターンシップ制度
の導入、就職率80％以上を達成する。⑤学
生相談への支援体制強化：担任制度による
定期的な学生面談を徹底し、メンタルサポー
ト体制を強化する。⑥障がい学生支援：障が
い者学修支援体制、施設の充実を図り、保健
管理センターの支援体制を強化する。

①徹底した学生調査：入学時、卒業時、卒
業後アンケート・インタビューを実施して、大
学運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：施設設備の
充実、老朽化した設備の改修・更新、施設の
有効活用を推進する。
③学生生活実態調査活用：調査結果の解
析を踏まえた課題抽出、改善策を検討し、学
生への周知、改善を図る。
④キャリア支援の強化：キャリア教育充実、
学内インターンシップ制度の導入、就職率
80％以上を達成する。
⑤学生相談への支援体制強化：担任制度に
よる定期的な学生面談を徹底し、メンタルサ
ポート体制を強化する。
⑥障がい学生支援：障がい者学修支援体
制、施設の充実を図り、保健管理センターの
支援体制を強化する。



①上記の通り
②入学時のデータと国家試験合格との関連
について検討し、来年度の国家試験対策の
参考とした。
③12/14と2/12に2回の入学前セミナーを実
施し、特別推薦と指定校推薦で来年度入学
の決まっている13名に対して、入学前の時
期における有意義な学修の動議づけとDVD学
習の説明を行った。
④各委員会の活動もHP上で発信している。
また、海外研修委員会によるクイーンズラ
ンド大学研修などの活動内容を盛り込んだ
薬学部のパンフレットを作成し活用してい
る。
⑤指定校推薦については入試委員会で見直
しを行った結果変更はなかった。また、
8/21-22にサマーサイエンスキャンプも実施
し、就実高校生のみを対象とした研究室体
験の機会を提供して連携強化を図った。
⑥学内奨学金についてはキャンパスライフ
の冊子で周知している。企業奨学金はHPで
公開しているほか、１F掲示板にも掲示して
注している。

①HP上で教員紹介ページにダイジェスト版
を公開するとともにReaserchGateにリンク
している。
②科研費申請時期の総務課による科研費説
明会に加え、薬学部教授会においても学部
長から積極的に申請するよう働きかけてい
る。
③～⑥各委員会の活動をHP上で発信してい
る。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生
自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活
支援、新たな価値を創出す
る地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研
究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色
ある大学改革を推進する。
「未来社会を力強く生き抜
く人材を育成し、地域と共
に輝く大学」を目指し、全
教職員がベクトルを合わせ
て下記の重点課題に取り組
み、目標達成に向けて努力
する。
（１）教学ガバナンス・マ
ネジメントの強化による内
部質保証：組織的な大学改
革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化
した教育改革による学びの
保証： カリキュラムマネ
ジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる
学生生活・修学・キャリア
支援体制の強化：学生調査
に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と
効果的な入試広報活動：優
秀な学生の確保と学生定員
の厳格化
（５）地域活性化に繋がる
教育・研究ブランド力の強
化：地域貢献力とグローバ
ル化の推進

①教員の教育研究力の推進：学会、研究論
文、HP等による研究成果の情報公開や共同
研究を推進する。②科研費等の研究資金獲
得の促進：研究費採択率10％増、学内助成
制度や外部補助金への申請を促進する。③
若手研究者の支援：学内共同プロジェクト、
競争的資金制度や褒賞制度を充実し、支援
体制を強化する。④地域連携協力推進：産
業界や自治体との連携事業を通じた大学の
人的・知的資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：地域コミュニティーや
企業インターンシップを通じた交流活動を促
進・展開する。⑥グローバル化の促進：海外
連携協定大学を拡充、交換留学生を増や
し、教員海外研修を促進する。

①教員の教育研究力の推進：学会、研究論
文、HP等による研究成果の情報公開や共同
研究を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：研究費
採択率10％増、学内助成制度や外部補助
金への申請を促進する。③若手研究者の支
援：学内共同プロジェクト、競争的資金制度
や褒賞制度を充実し、支援体制を強化す
る。④地域連携協力推進：産業界や自治体
との連携事業を通じた大学の人的・知的資
源の積極的な活用を推進する。⑤地域貢献
活動促進：地域コミュニティーや企業イン
ターンシップを通じた交流活動を促進・展開
する。⑥グローバル化の促進：海外連携協
定大学を拡充、交換留学生を増やし、教員
海外研修を促進する。

①広報活動の展開、研究力の向上・活性化
を推進し、地域企業との連携を強化し、共同
研究による活性化を推進する。
②大型補助金の戦略的獲得、外部研究資
金獲得の促進、学部横断共同プロジェクトや
産学官連携促進、学内競争的資金制度や
褒賞制度を充実し、若手研究者の支援体制
を強化する。

①広報委員会が学会開催や参加、
発表した研究論文や著書などホーム
ページに研究成果や共同研究の情
報公開をする。
②薬学部として、科研費や学内外の
研究助成金に積極的に申請するよう
働きかける。
③～⑥については全学の取り組み
に薬学部として協力していく。

①入試制度改革：2020年度新入試制度に向
けた本学の入試要項を検討して、HP等で公
表する。②入学者選抜実施体制の点検：入
学者選抜の評価、入学者の追跡調査等によ
り選抜方法の妥当性を検証する。③入学前
教育：入学前科目別通信教育により基礎学
力を強化し、プレイスメントテストを実施する。
④情報公開、広報活動：HPや大学ポート
レート、オープンキャンパスを充実し、幅広い
広報活動を展開する。⑤高大接続：指定校
の見直し、定期的な高校訪問、協議体制を
構築し、特に就実高校との連携を強化する。
⑥奨学金制度充実：入学者の確保に繋がる
奨学金制度、経済的に修学困難な学生への
支援を強化する。

①入試制度改革：2020年度新入試制度に
向けた本学の入試要項を検討して、HP等で
公表する。
②入学者選抜実施体制の点検：入学者選
抜の評価、入学者の追跡調査等により選抜
方法の妥当性を検証する。
③入学前教育：入学前科目別通信教育によ
り基礎学力を強化し、プレイスメントテストを
実施する。
④情報公開、広報活動：HPや大学ポート
レート、オープンキャンパスを充実し、幅広い
広報活動を展開する。
⑤高大接続：指定校の見直し、定期的な高
校訪問、協議体制を構築し、特に就実高校
との連携を強化する。
⑥奨学金制度充実：入学者の確保に繋がる
奨学金制度、経済的に修学困難な学生へ
の支援を強化する。

①外国語の外部試験の活用や大学
入学共通テストの記述式問題の利用
について学部の方針を伝え、HP等
で公表することになっている。
②入学者の追跡調査等により選抜
方法の妥当性を検証できるか、デー
タベースWGで検討する。
③例年通り、入学前科目別通信教
育を行い、プレイスメントテストを実施
し成果を検討する。
④各委員会が活動内容を画像を入
れた報告書にまとめ、広報委員会が
広報活動に用いるようにする。
⑤定期的に指定校の見直しをし、高
校訪問の際に指定校推薦で入学し
た学生の様子を報告する。就実高校
にはサイエンスキャンプなどで大学
での研究活動を通じて連携を強化す
る。
⑥学内奨学金や企業奨学金の学生
への周知を図る



上記に加えて
①就実大学薬学雑誌に研究室ごとに研究室
の年間活動方向を掲載している。
②科研費をはじめ、学内外の研究助成金に
申請するだけで教育研究業績評価の研究に
加点できる仕組みを作っている。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生
自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活
支援、新たな価値を創出す
る地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研
究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色
ある大学改革を推進する。
「未来社会を力強く生き抜
く人材を育成し、地域と共
に輝く大学」を目指し、全
教職員がベクトルを合わせ
て下記の重点課題に取り組
み、目標達成に向けて努力
する。
（１）教学ガバナンス・マ
ネジメントの強化による内
部質保証：組織的な大学改
革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化
した教育改革による学びの
保証： カリキュラムマネ
ジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる
学生生活・修学・キャリア
支援体制の強化：学生調査
に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と
効果的な入試広報活動：優
秀な学生の確保と学生定員
の厳格化
（５）地域活性化に繋がる
教育・研究ブランド力の強
化：地域貢献力とグローバ
ル化の推進

①教員の教育研究力の推進：学会、研究論
文、HP等による研究成果の情報公開や共同
研究を推進する。②科研費等の研究資金獲
得の促進：研究費採択率10％増、学内助成
制度や外部補助金への申請を促進する。③
若手研究者の支援：学内共同プロジェクト、
競争的資金制度や褒賞制度を充実し、支援
体制を強化する。④地域連携協力推進：産
業界や自治体との連携事業を通じた大学の
人的・知的資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：地域コミュニティーや
企業インターンシップを通じた交流活動を促
進・展開する。⑥グローバル化の促進：海外
連携協定大学を拡充、交換留学生を増や
し、教員海外研修を促進する。

①教員の教育研究力の推進：学会、研究論
文、HP等による研究成果の情報公開や共同
研究を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：研究費
採択率10％増、学内助成制度や外部補助
金への申請を促進する。③若手研究者の支
援：学内共同プロジェクト、競争的資金制度
や褒賞制度を充実し、支援体制を強化す
る。④地域連携協力推進：産業界や自治体
との連携事業を通じた大学の人的・知的資
源の積極的な活用を推進する。⑤地域貢献
活動促進：地域コミュニティーや企業イン
ターンシップを通じた交流活動を促進・展開
する。⑥グローバル化の促進：海外連携協
定大学を拡充、交換留学生を増やし、教員
海外研修を促進する。

①広報活動の展開、研究力の向上・活性化
を推進し、地域企業との連携を強化し、共同
研究による活性化を推進する。
②大型補助金の戦略的獲得、外部研究資
金獲得の促進、学部横断共同プロジェクトや
産学官連携促進、学内競争的資金制度や
褒賞制度を充実し、若手研究者の支援体制
を強化する。

①広報委員会が学会開催や参加、
発表した研究論文や著書などホーム
ページに研究成果や共同研究の情
報公開をする。
②薬学部として、科研費や学内外の
研究助成金に積極的に申請するよう
働きかける。
③～⑥については全学の取り組み
に薬学部として協力していく。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。


